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M１ 杠 拓哉， Ｄ１ 大坂 遊， D２ 渡邉 巧

君は，自由な社会に住みたいか！？
－ 自由競争社会の光と影 －
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「私に与えなさい，自由に生きたいと請い願う，貴国の疲れた人々，

貧しい人々の群れを，人間が溢れんばかりの貴国ではクズとも

みなされる，みじめな人々を。

家もなく，嵐にもてあそばれる，これらの人々を，私のもとに送りなさい。

黄金の扉のかたわらに，私は灯をかかげましょう。」

～自由の女神の台座に刻まれた碑文の一節～



本時の目標

自由競争社会について，アメリカ文化の背景にある自由と不
平等の実態を根拠にして，そのような社会を支持するかどうか
意見を主張できる。
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成長させたい子どもの見方・考え方

子どもたちは，「自由な社会」を無条件に良いものと考えが
ちである。「自由競争社会」の代表例であるアメリカ社会・文化
の学習を通して，夢の実現や成功という光の側面だけでなく，
不平等や格差の拡大という影の側面にも注目させることで，
未来の日本社会のあり方を考えさせたい。

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献
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導入（問題状況の確認とMQの提示）

※「移民」の学習展開例

◯アメリカは，歴史的に移民を受け入れてきた国であることを確認する

① 市民権テスト，市民権宣誓式

② ヒスパニック・・・働く場所と高い賃金を求めてアメリカへ

◯自由の女神の碑文から，アメリカ社会の方針（前提）を確認する

→碑文に刻まれるように，移民は自由を求めてアメリカを目指す

MQ：君は，「自由」な社会に住みたいか？

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献
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導入発問：君は，アメリカに住みたいか？
学習活動：「大量消費社会」「アメリカ文化」「移民」をキーワードに，

教科書を参照しながらアメリカ合衆国の文化・社会を概観する。



2014/07/23 15社会科教育論 第 講 発表用スライド 杠・大坂・渡邉 4

判断基準構築のための教材例（導入）

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献

アメリカ市民権テストに
挑戦してみよう！

１．現在のアメリカ大統領は？

２．アメリカで一番長い川は？

３．カナダに面している州は？

４．メキシコに面している州は？

５．初代のアメリカ大統領は？
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SQ１：どうして，人々はアメリカを目指すのだろう？

展開１（評価＋価値判断(選択)の基準構築①）

学習活動 ： 新聞記事を読んで，人々がアメリカに渡った理由をまとめる。
班ごとに，記事を読んでキャッチフレーズをつける。

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献

SQ2：自由な社会には，
どんな良さが
あるだろう？

SA1（例）：最新の研究法を学びに・・・山中教授，根岸教授
裕福な暮らしを求めて・・・シュワルツェネッガー

SA2：実力さえあれば，誰にでも
夢をかなえるチャンスがある
＝アメリカン・ドリーム

渡米し，実力で
成功した人々

個人の努力と
責任を重視

すべき

「自由」な国
アメリカだから

事実 主張

根拠
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判断基準構築のための教材例（展開１）

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献
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展開２（評価＋価値判断(選択)の基準構築②）

学習活動：DVD『シッコ』などの映像・資料から，アメリカ社会の影の側面を知る。

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献

SQ3：どうして，自由の国アメリカで
苦しむ人々がいるのだろう？

SA3：例えば，国民皆保険制度（福祉）がないため，貧しい人までも
が過剰な医療費を負担する社会になっている。

SQ2：自由な社会には，
どんな問題点が
あるだろう？

SA4：自由な競争の結果，裕福な
人が得をする不平等な社会
のしくみになっている。

医療費が
払えない
貧しい人々

社会の制度と
責任で不平等
を是正すべき

自由競争への

「機会」が保障さ
れるべきだから

事実 主張

根拠
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判断基準構築のための教材例（展開２）

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献
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終結（基準を活用した個人の選択）

学習活動：展開1，展開2で学習した自由競争社会の2つの側面を根拠にして，
自分の意見を述べる。

目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献

SQ5：未来の日本は，どんな社会を目指すべきか？

MA（住みたい側の例）

「頑張れば自分の力で夢が
かなえられる社会だから」

「自分が稼いだ財産を奪われ
ない社会だから」

MQ（再提示）：君は，「自由」な社会に住みたいか？

ヤマ場

MA（住みたくない側の例）

「競争から脱落すると，這い
上がりにくい社会だから」

「自分が貧しい立場になると
助けてもらえない社会だから」

＜自由な社会＞志向 ＜平等な社会＞志向
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目標 導入 展開Ⅰ 展開Ⅱ 終結 資料 参考文献
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